
29 － 18
21 － 16
20 － 23
24 － 20

－

主審 副審

城東 松山学院
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 12 1 2 5 3 4 ＊ (C) 22 2 7 2 5

5 ＊ 26 0 12 2 3 5 ＊ 8 0 4 0 3

6 ＊ 13 1 4 2 0 6 ＊ 10 0 5 0 4

7 ＊ 32 0 13 6 1 7 ＊ 8 1 2 1 2

8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 3

9 2 0 1 0 2 9 3 1 0 0 1

10 0 0 0 0 0 10 - - - - -

11 0 0 0 0 0 11 - - - - -

12 ＊ 8 1 2 1 2 12 9 1 2 2 4

13 - - - - - 13 ＊ 17 3 4 0 1

14 - - - - - 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 - - - - - 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

93 3 34 16 77 8 24 5

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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第１Q 両チーム共にマンツーマンディフェンスでスタート。開始早々、城東高校は#12の3ポイントで先制。対する松山学院は#4を中心に攻撃を

展開していく。高さのある城東高校はゴール下で#5と#7がリバウンドから確実に得点を重ねていくのに対し松山学院は#7の個人技で対抗し27－18

で終了。

第2Q 追い上げたい松山学院はディフェンスの強度を上げプレッシャーをかけていく。少しずつ流れを引き寄せ#4、#5の連続得点で33－27と喰ら

いついていくが、高さを生かした城東高校がディフェンスリバウンドから速攻を繰り出し10－0のランで43－27とリードしたところで松山学院が

タイムアウト。タイムアウト後も松山学院は攻撃の糸口が掴めずターンオーバーが続く間に城東高校は#5、#7のポストプレイ、リバウンドから得

点を重ね、50－34で前半終了。

第3Q 前半同様プレッシャーをかけ続ける松山学院は#13、#9の連続スリーポイントで一気に流れを引き寄せるが、城東高校は慌てずゴール下で

得点を重ねていく。松山学院も譲らず一進一退の攻防が続くが確実に得点を重ねた城東高校が69－57と12点差で終了。

第4Q 松山学院は#4、#6を中心に攻撃を展開し、得点を重ねていくが、高さに勝る城東高校がディフェンス、オフェンスともにリバウンドを押さ

え、確実に得点を重ねる。松山学院も最後まで戦い抜いたが94－77で城東高校が勝利し、決勝進出を決めた。
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